
経営比較分析表（令和6年度決算）
和歌山県国民健康保険野上厚生病院組合　国保野上厚生総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 99 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 10 - 訓 救 へ 100 - 199 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 99

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 18,938 - 第２種該当 １３：１ 99

Ⅰ 地域において担っている役割
和歌山医療圏のへき地拠点病院として過疎地における一般医療の
提供に取り組んでいる。また、周辺の二次救急も受け持ってい
る。
当院の周辺地域には、民間病院と公立病院があるが、それぞれの
得意な分野での棲み分けを図っている。当院は特に回復期機能を
担っており、また、海南海草地域で唯一の精神科を有する病院と
して患者をケアする施設が充実している。
また、各種介護保険事業も積極的に取り組んでおり、地域住民の
医療・保健・福祉に貢献している。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 78.5 81.0 81.9 90.1 87.8当該値 97.3 115.2 110.0 106.1 103.0 当該値 77.1 75.2 75.4 87.9 89.0当該値 74.8 77.0 77.4 85.2 83.0

平均値 80.7 82.3 81.7 81.0 79.7平均値 101.8 106.2 104.3 96.3 93.0 平均値 64.5 63.8 63.3 64.7 67.9平均値 77.6 79.2 78.1 77.5 76.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

回復期を中心とした病棟に再編したことで、安定した収益・稼働
率の確保が可能となったことで、医業収支比率、修正医業収支比
率、病床利用率とも、令和５年度から大きく改善されており、類
似病院平均値を見ても大きく上回っている。ただ、医業収益の増
加より医業費用（給与費・経費等）の増加の方が著しく、病床利
用率は増加したものの、医業収支比率、修正医業収支比率とも令
和５年度から微減となった。しかしながら、経常収支比率は依然
100％を上回って黒字であり、健全性・効率性が確保された病院経
営ができているといえる。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 老朽化については、令和３年度以降、有形固定資産減価償却率・
器械備品減価償却率ともに類似病院平均値を下回っており、計画
的で適正な設備投資ができている状態にあると考える。
ただ、病院建築後25年以上が経過し、老朽化が進んでいるため、
今後は施設の計画的な改修に取り組む必要がある。

R06 R02 R03 R04

12.3 8.9 9.7 8.9 9.768.6 当該値27,834 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 51,594 53,805 40,846 41,075

79.3 77.2 73.3 67.94,930 5,038 5,236 5,456 5,886 当該値

13,767 14,046 11,831 11,652

当該値 21,066 22,236 24,875 27,650

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

新型コロナウイルス感染症も一定の落ち着きを見せる中での病院
運営となった。
コロナ関係補助金の大幅な減少があったが、病棟再編が医業収益
の大幅な改善につながり令和３年度から４期連続での黒字決算と
なった。
しかしながら費用面では、世界的な物価高騰、人件費の上昇等に
より費用増が続いており厳しい病院経営には変わりない中で、今
後どのように安定した経営を継続していくかが課題になってくる
と考える。R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 20.2 20.2 17.9 18.011,744 平均値 63.4 61.3 66.9 68.141,859 平均値

R05 R06

当該値 144.1 116.5 99.1 83.3 76.7 当該値 52.6

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

29,420,252 37,606,055 37,822,332 38,325,322

平均値 91.6 100.1 118.9 121.9 114.5

58.1 62.4 66.4 69.5 当該値 29,616,99650.0 52.5 54.4 56.0 当該値 79.3

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 47,415,042 44,196,357 45,484,013 48,248,884平均値 71.9 71.2 74.3 72.2 72.4平均値 51.4 51.9 59.4 59.1 60.0
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④病床利用率(％)
【70.7】
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③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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②医業収支比率(％)
【85.2】
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①経常収支比率(％)
【93.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【18,510】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【63,608】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


